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超高光度赤外線銀河（ULIRGs）は、赤外線で極めて明るい (赤外線光度; LIR > 1012 L⊙)天体であり、激しい
星形成や活動銀河核 (AGN)がダストに覆われた天体だと考えられている。ULIRGsの熱いダストは撮像観測か
ら≲100 pcのコンパクトな領域に分布することが示唆されていたものの (e.g., Soifer et al. 2000, Imanishi et al.
2011)、熱いダストの典型的な空間スケールは不明であった。
本研究では、WISE衛星が取得したW1バンド (3.4 µm)およびW2バンド (4.6 µm)バンドの時系列データ

を用い、ULIRGsカタログ (Nardini et al. 2010)に含まれる天体について光度変動を系統的に探索した。結果、
> 10天体の ULIRGsで半年から数年スケールの時間変動を検出した。時間変動を示す ULIRGsは、その変動の
タイムスケールから熱いダストが ≲ 1 pc という極めてコンパクトな領域に分布していることが示された。さら
に、変動を示した天体に対して可視光輝線診断による銀河分類を確認したところ、Seyfert銀河に分類されるもの
がある一方で、H ii領域や LINER銀河と分類される天体、IRAS 01003-2238 および UGC 05101、も存在するこ
とがわかった。この 2つの天体はX線観測や赤外線分光/撮像観測により埋もれたAGNの存在が示唆されている
天体 (e.g., Imanishi et al. 2003, 2007; Nardini et al. 2010; Oda et al. 2017; Efstathiou et al. 2022)であり、近
赤外線時間変動解析が、可視光輝線診断で見逃される埋もれた AGNを効率的に発見する手法となり得ることを
示している。本講演では、時間変動を示すULIRGsの割合についても議論する。


